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’
’ 高萩市市民憲章昭和49年11月1日制定
1 自然をたいせつにし美しいまちをつくりましょう

1きまりを守り明るいまちをつくりましょう

1 礼儀を正しくし､うるおいのあるまちをつくりましょう

1元気で働き豊かなまちをつくりましょう

1 思いやりのある,あたたかいまちをつくりましょう
霧
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ぼくたち砂の芸術家

恵まれた海岸を利用して

「砂の造形」

朝から焼けるような暑さの高萩海岸で，足の雲に

その砂の実感を楽しみながら，児菫たちはお互いに

協力し，思う存分自然とたわむれていました。

離岸堤のためか白く広い砂浜が，姿をみせていた

この日の海岸は，小さな手の芸術家でいっぱい。

思い思いの作品の製作に，一生懸命取り組んでい

ました。

▲

7月15日側, 8年前から続いて(1る東小学

校全校児菫による“砂の造形”が行われ，砂

浜には）万博のパビリオンやピラミット．など

37にも及ぶみごとな作品が出きあがりました。

－テレフォンサービス｢市政案内｣は（23)1151 . 1152です



～常磐自動車道の北進～

伸びゆくエ勇回地

企業の進出続く

松久保工業団地

ロ
高
萩
市
に
あ
る
松
久
保
、
手
綱
工
業
団
地
は
、
七
月
三
日
㈱
の
日
立
北
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
供
用
開
始
な
ど
、
常
磐
自
動
車
道
の
北
進
に
伴
う
道
路
網
の
整
備
に
よ

っ
て
、
首
都
東
京
と
約
二
時
間
の
距
離
で
結
ば
れ
、
経
済
的
、
文
化
的
に
も
一
段
と

交
流
が
活
発
に
な
る
様
相
を
見
せ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
企
業
の
進
出
が
続
く
工
業
団
地
の
特
集
を
組
ん
で
み
ま
し
た
。

口
現
在
、
松
久
保
工
業
団
地
で
七
社
、
総
数
は
約
千
百
六
十
人
で
す
。
そ
の
う

手
綱
工
業
団
地
で
八
社
、
合
わ
せ
て
十
ち
地
元
雇
用
者
は
約
六
百
九
十
人
で
、

五
社
が
操
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
約
五
十
九
・
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
六
十
年
に
入
っ
て
か
ら
、
ま
た
、
市
内
の
工
業
従
事
者
総
数
は
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
反
映
し
て
、
新
た
約
三
千
六
百
人
（
五
十
七
年
現
在
）
で
、

に
進
出
、
立
地
を
決
め
た
企
業
が
五
社
、
そ
の
約
三
十
二
・
二
％
に
あ
た
り
ま
す
。

ま
た
、
操
業
開
始
や
操
業
開
始
予
定
の
こ
の
よ
う
に
、
企
業
の
進
出
は
就
労

企
業
ま
で
含
め
る
と
七
社
と
な
っ
て
い
の
場
の
確
保
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
に
よ

ま
す
。
る
市
民
所
得
の
増
大
や
消
費
の
拡
大
な

↓
」
れ
で
合
わ
せ
て
二
十
二
社
の
進
出
ど
に
も
及
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
、

が
決
ま
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
市
税
の
収
入
に
お
い
て
も
大
き
な
ウ
エ

分
譲
の
決
ま
っ
て
い
な
い
五
区
画
に
つ
Ｉ
卜
を
占
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

い
て
も
、
六
十
二
年
度
末
の
高
萩
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
供
用
開
始
や
６
号
国
市
税
収
入
の
伸
び
に
つ
い
て

道
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
な
ど
と

い
う
好
条
件

を
生
か
し
市

と
し
て
は
優

良
企
業
の
誘

致
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

就
労
の
場

の
確
保

現
在
、
操

業
中
の
十
五

社
の
従
業
員

（
）

工
業
団
地
の
中
で
操
業
し
て
い
る
企

業
の
名
前
は
知
っ
て
い
る
が
、
ど
ん
な

五
十
九
年
度
の
市
税
総
額
は
、
二
十

八
億
九
千
八
百
五
十
七
万
円
で
、
こ
の

う
ち
工
業
団
地
関
連
の
税
額
は
、
四
億

七
千
四
百
四
十
四
万
円
と
約
十
六
・
四

％
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も

た
ば
こ
消
費
税
な
ど
の
間
接
税
も
含
め

る
と
当
市
の
財
政
に
大
き
な
ウ
エ
ー
ト

を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

製
品
を
作
っ
て
い
る
か
よ
く
わ
か
ら
な

い
、
ま
た
、
進
出
し
て
く
る
企
業
の
横

顔
を
教
え
て
欲
し
い
な
ど
の
声
が
最
近

よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
市
報
で
は
今
回
の
特
集
を
機
に
、

九
月
号
か
ら
、
ン
リ
ー
ズ
と
し
て
工
業
団

地
、
進
出
企
業
の
紹
介
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

口
〔工業団地造成面積〕

○松久保工業団地

（赤浜字松久保）

519,000nf

o手綱工業団地

（上手棡字朝山）

754，000nf

（
） 手

綱
工
業
団
地

市税総額と工業団地関連税額の状況 （単位千円） ●工業の推移(全事業所） 各年12月31日現在

年度市税総額工業団地関連税額

50年 866, 148 87,575

51年 1 ,061 , 103 146,380

52年 1 ,262, 1 10 179,554

53年 1 ,429,903 209,314

54年 1 ,642,990 251 ,622

55年 1 ,944,927 295,119

56年 2,048,810 311 ,527

57年 2,302,250 327,553
58年 2,557,859 386,693

59年 2,898,577 474,442
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57年 1551 3,609 90,830

資料: [業統計調査
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五業団地進出企業のあら乳
◎松久保工業団地

|冒蠕謂庄
！

’ :操業年月|婁蕊弛鼠積lシミ 立地時期

47年2月

主な製品名
二 二二

建築用塗料

一一

建築用塗料

蕊蕊謹篝篝篝篝蕊篝蕊

恒和化学工業㈱

｜

’

42,873nf , 47年2月 48年3月

32，265 48年2月 48年11月

1 34,333 48年3月 49年11月

23．816 48年8月 50年5月

48年3月42．873㎡

48年8月 50年5月

44人

62人㈱中村自工深川製作所 輸送用機械器具

医薬品 116人山之内製薬㈱

㈱永谷園本舗 232人

49年11月 50年9月 27人

48年3月 52年6月 85人

50年9月

52年6月

49年11月

48年3月 85人

和風インスタント食品

50年9月50年9月

生化学工業㈱ 医薬品原料

繊維板・合板及び各種建材

運送業

43，769

大建工業㈱ 19（) ，445

10人48年3月商事㈱ 4．654高
→←

秋
ー

◎手綱工業団地
従業員数
S､60. ,1,1現'存議蕊識識蕊識蕊識灘淫＝当

1蹴胤 舟1洲1鼎1蹴胤 舟1洲1鼎

繍驚溌鍵;溌鵜鍵 職嬢識凝議蕊蕊溌識撫繍鯨蝋
自動車・建設機械用鍛工品 122，892㎡

灘撫蕊灘#鍵蕊蕊 I蕊蕊噌報慰
'50年,0H | :2㈱自動車・建設機械用鍛工品

㈱rご理熱電対､ マイ壷”

所蕊繍鍜蝋バﾙつ達

㈱

シー‘ス型熱電対， マイクロ
ヒーター

建設機械大型バルブ，産

業機械用鍛造品

&;蝉耀蕊蕊
､ ← 1 ､ ､乱 f 1 群 1 f

49年11月

泌礎鰈
小

川

出

職別

鋤
泌礎鰈

小

川

出

職別聯

44人新日本殿工㈱

助川電気工業㈱

㈱安藤鐵工所

新日本殿工

助川電気工業

㈱安藤鐵工

医療用アンプル，管瓶

工業用ガス及びオイル燃焼

機器

育苗用人工培土

72,654 50年6月 51年7月 121人

38，573 54年8月 55年10月 36人

29，755 55年3月 57年3月 101人

8，096 57年3月 58年6月 4人

121人

36人

101人29．755

4人58年6月

横島理化産業㈱横島理化産業㈱

日本ジョンソン．アンド・
エクリプス㈱

茨城くみあい培士㈱育苗用人工培土 4， 164 58年3月 58年10月 10人

フネン産業㈱不燃性|新熱結露防止材 1 9 ,261 1 58年8月 60年3月 45人

26, ｣82 ‘9年4月 60年6月 ，6聯: 1局秋一ツカン㈱i薙認ﾙプ■!>回麟
一一一

58年10月 10人

1 9 ，261 1 58年8月 60年3月 | 45人

30人
(6 11現在）26. 182 59年4月 60年6月

＝

O進出の決まった企業

溌蕊蕊謹鍵識舞蕊覗企
季

蕊蕊蕊 j!業 敷地面積蕊蕊
亭轄単ニィ李圭皇毒菱

‘くう
′仁I主;i'な製品名

9.386㎡ニダ ヅ ク㈱ステンレス耐熱鋳物

コンピューター，カセッ

㈱杉原製作所 トデッキ.VTR等の部品
加工組立

一」 〆 L一一坐 ／ ？ /』 些／

トデッキ.VTR等の部品㈱杉原製作所

半導体製造装置の組立
補修検査

ビ ー ． ㈱10.238㎡

12,281 ミナギ製作所㈱ 畜産機械器具製造販売
り!]工組立

希少金属鉱産物備蓄事業 20,833 日本鉄粉㈱鉄粉製造

スイッチング･パワーサ 16，837
プライ

12.281 ミナギ製作所鰊 ９
０
７
６
８
３

１

も

５
４
２
６

金属鉱業事業団

ﾈﾐｯｸ ﾗﾑダ㈱膠舞ﾁﾝ笏'"~ツ

まさか／……でも，シートベルト

シートベルト着用強調運動実施中
S月31日まで

‐

⑩



<自由實＞
農業協同組合婦人部

常陽銀行

常陽銀行高萩支店大和町民謡保存会

<正調實＞

愉侭に蕊しく はじめての

りコンテスト～し～

第15回高萩まつり（
）

7月27日仕)～28日旧）

正
調
賞
受
賞
団
体
（
正
調
部
門
）

◎
振
り
付
け
が
そ
ろ
っ
て
、
隊
列
が

き
れ
い
で
あ
る
こ
と
。

○
常
陽
銀
行
高
萩
支
店

○
農
業
協
同
組
合
婦
人
部

○
大
和
町
民
謡
保
存
会

自
由
賞
受
賞
団
体
（
自
由
部
門
）

◎
奇
抜
な
感
覚
で
、
愉
快
に
楽
し
く

踊
っ
て
い
る
も
の
。

○
常
陽
銀
行
高
萩
支
店

今
年
で
第
十
五
回
目
を
む
か
え
た
〃
高
萩
ま
つ
り
〃
は
、
七
月
一
一

十
七
日
出
に
駅
前
通
り
、
本
町
通
り
で
パ
レ
ー
ド
、
み
こ
し
広
場
、

流
し
踊
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら

の
た
く
さ
ん
の
見
物
客
が
訪
れ
る
な
ど
大
変
な
に
き
わ
い
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

今
年
は
、
〃
高
萩
ま
つ
り
“
の
メ
イ
ン
行
事
と
し
て
、
郷
土
の
認
識

を
深
め
、
伝
統
を
守
り
創
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
「
流
し
踊
り
」
の

コ
ン
テ
ス
ト
が
は
じ
め
て
実
施
さ
れ
、
参
加
し
た
一

十

一
一
の
〃
連
〃

が
技
を
競
い
、
そ
の
な
か
か
ら
次
の
九
団
体
が
み
ご
と
に
受
賞
の
栄

に
輝
き
ま
し
た
。

▲パレード行進でお祭りの幕あけ

○
高
浜
町

○
あ
や
め
会

ア
イ
デ
ア
賞
受
賞
団
体
（
正
調
、
自
由

部
門
）

◎
仮
装
、
装
飾
な
ど
ア
イ
デ
ア
に
富

ん
で
い
る
も
の
・

○
安
良
川

○
本
町

○
大
和
町

（
，
）

ｑ
盛
大
な
み
こ
し
広
場

踊
り
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
正
調
賞
と

自
由
賞
の
二
つ
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た

お
祭
り
の
一
週
間
ほ
ど
前
か
ら
、
み

ん
な
で
毎
日
二
時
間
ぐ
ら
い
練
習
し
ま

し
た
ね
。
き
ょ
う
の
受
賞
は
予
定
ど
お

り
、
う
れ
し
い
で
す
。

弱

高
萩
ま
つ
り
で
「
踊
り
宣
言
」
を

し
ま
し
た
が
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
緊
張
し

ま
し
た
。

踊
り
は
疲
れ
る
け
ど
、
楽
し
い
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
。
夏
休
み
に
な

っ
て
、
毎
日
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
ミ
ニ
バ

ス
ヶ
ッ
ト
の
練
習
を
し
て
い
る
の
。 福田明子

』吉妻 さん

皇(常陽銀行）
▲戸沢氏ゆかりの山形県新庄市から

片岡収入役(左)も来市
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市内キャラバン

じ

七
月
十
三
日
㈹
、
十
四

日
側
の
両
日
、
高
萩
高
校

生
会
に
よ
る
市
内
キ
ャ
ラ

バ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

君
田
地
区
や
石
滝
地
区
な

ど
市
内
三
か
所
を
訪
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
、

「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち

ゃ
ん
」
と
親
し
み
が
ふ
く

ら
ん
で
い
ま
し
た
。

高
浜
町

い
遊
び
方
教
え

》

｛

：

ゞ

剃

訓

川

馴

Ⅷ

１

１

１

１

竪
一
麺
ａ
、
叫
声
』
》
一
口
亭
一
恥
酔
啓
》
鋤
罰
吟
恥
、
《
》
討
厚
辱
咽
Ｊ
一
吋
守
鋸
哩
》
《
『
印
陸
一
子
ど
も
た
ち
と
交
流

＃
"#J

会長の

佐々木伸枝さ人

子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
ゲ

ー
ム
や
遊
戯
な
ど
の
指
導
を
し
な
が
ら

交
流
を
深
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

現
会
員
は
十
五
人
、
（
男
四
人
、
女
十
一

人
）
、
会
長
の
佐
々
木
伸
枝
さ
ん
（
日
立

商
業
高
校
二
年
）
は
、
「
子
ど
も
た
ち
の

素
直
さ
が
大
好
き
。
勉
強
に
な
る

碓
悪
八
鮒
群
碑
毒
一筆
一

し
た
。

一
一

子
ど
も
た
ち
の
人
気
も
高
く
、
一

町
を
歩
い
て
い
る
と
、
小
さ
い

子
が
覚
え
て
い
て
く
れ
て
声
を
か

け
て
く
る
ん
で
す
。
う
れ
し
い
で
す

よ
。
幹
部
講
習
会
や
サ
マ
ー
ス
ク

ー
ル
で
あ
な
た
も
活
躍
し
て
み
ま

十
一
，
し
や
ノ
、
ノ
ー
．

せ
ん
Ｌ

高
萩
高
校
生
会
は
、
子
ど
も

会
の
育
成
指
導
に
あ
た
っ
て
い

る
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
で
、
地
域
に
出
向
き
、

あ
や
め
会

ー

引
っ
ぱ
り
だ
こ
の
高

校
生
会
も
悩
み
は
会

員
不
足
、
「
多
く
の
人

に
活
動
を
知
っ
て
も

ら
い
、
参
加
し
て
ほ

し
い
。
」
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

ｑ
子
ど
も
た
ち
に
ゲ
ー
ム

指
導
を
す
る
会
員

〈
ア
イ
デ
ア
賞
〉

安
良
川

一一… ”～…… ……ぜ…一…一ザ…￥”一菅…ｰ””～唾

鰔

蕊
蕊
塞菫

私
た
ち
は
、
先
生
に
引
率
さ
れ
て
見

学
に
行
き
ま
し
た
。
見
学
の
中
で
印
象

的
だ
っ
た
の
は
、
茨
城
パ
ビ
リ
オ
ン
の

映
像
で
し
た
。
世
界
で
初
め
て
と
い
う

１
４
球
の
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
に
、
茨
城

県
の
農
業
の
発
展
の
様
子
と
山
や
海
岸

の
美
し
い
自
然
を
高
い
と
こ
ろ
か
ら
見

下
ろ
し
、
す
ご
い
速
さ
で
写
さ
れ
、
私

は
目
を
そ
ら
し
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。

日
立
館
の
立
体
映
像
は
、
ロ
ケ
ッ
ト

が
目
の
前
に
、
突
進
し
て
き
て
、
反
射

的
に
よ
け
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。

初
め
て
見
た
迫
力
の
あ
る
映
像
に
感
心

す
る
と
と
も
に
、
す
で
に
二
十
一
世
紀

印
象
的
だ
っ
た

茨
城
パ
ビ
リ
オ
ン

マ

本
町

松岡小6年

遊佐明美さん
鶴

鵜

毒

シ
ャ
ボ
ン
玉
が
い
っ
ぱ
い

み
ん
な
で
楽
し
み
に
し
て
い
た
科
学

万
博
へ
行
き
、
自
由
時
間
に
、
ダ
イ
エ

ー
館
に
入
り
ま
し
た
。
初
め
に
、
、
ン
ヤ

ボ
ン
玉
が
い
っ
ぱ
い
飛
ん
で
来
て
、
き

れ
い
で
し
た
。
映
像
は
、
山
や
海
を
う

つ
し
出
し
て
、
な
ん
だ
か
自
分
が
飛
行

機
に
乗
っ
た
よ
う
な
気
分
で
し
た
。
ぼ

く
は
、
「
本
当
に
科
学
っ
て
す
ば
ら
し
い

な
あ
。
」
と
思
い
ま
し
た
。
最
後
に
ま
た

シ
ャ
ボ
ン
玉
が
飛
ん
で
来
て
ぼ
く
た
ち

の
周
り
は
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
で
い
つ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
お
も
し
ろ
く

て
き
れ
い
で
し
た
。

が
始
ま
っ
て
い
る
よ
う

ま
し
た
。

侭
》

》

一

》

大
和
町

誹
成
世
咋
し
巽
ロ

高萩

藤田

」 5年
一

売さん
I

＝

n）



灘

罵

篭

；
蕊

六
月
十
六
日
日
、
二
十
一
一
一
日
日
の
両
日
、

高
浜
運
動
広
場
で
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
舂
季

親
善
野
球
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
優
勝
高
一

浜
Ａ
、
準
優
勝
松
岡
野
球
Ａ
第
三
位
松
原

野
球
・
向
洋
台
野
球

~

掌
錘

6月30日旧)高萩カントリークラブで，

第6回高萩市民ゴルフ大会が，雨天にも

かかわらず約200人の市民のみなさんが

参加して行われました。優勝者は, Aク

ラス(S.19年生れ以上)谷昇さん, Bク

ラス(S,20年生れ以下)東海林正作さんで

した。
（
）

七
月
九
日
㈹
高
萩
中
学
校
で
は
、
環
境

美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、
全
校
生
徒
に
よ

り
東
地
区
の
空
缶
回
収
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
つ
に
な
っ
て
も
減
ら
な
い
空
缶
、
｜
人

ひ
と
り
が
気
を
つ
け
て
、
市
内
の
美
化
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

7月14日旧） 松岡小学校で，8月11日

に行われる市内の子ども会球技大会に出

場する代表チームを決める第6回松岡地

区予選大会が開催されました。赤浜から

若栗までの参加選手や育成者など約400

名が集まり，ソフトボール，ポートボー

ルに熱戦を繰り広げました。（
》

箪鶴

鋸
骸
，
Ⅷ
熟
簿
訟
溝

、

“

坪

ア

ー

鍼
蕊
奪

風趣

ー

§

7月19日詞中央公民館で元県北教育

事務所英語指導主事助手のオーランド・

カマーゴさんを講師に迎え,｢外国胄年の

見た日本の子どもたち」をテーマに講演

会が開かれました。

7月21日旧） 約3,000人の市民が参加

して，関根川から花貫川までの海岸清掃

を行いました。この海岸清掃は，毎年壹

をまえに行われるものですが，きれいな

海を汚さないように気をつけたいもので

す。
6



国
民
年
金
の
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
か
た
は
、
そ
の
証
書
を
県
へ
提
出
し

要
す
る
に
柳
田
国
男
は
片
目
を
つ
ぶ

さ
れ
る
の
は
神
で
は
な
く
、
生
き
て
い

る
人
間
と
し
て
と
ら
え
た
の
で
あ
る
。

農
作
物
な
ど
で
目
を
突
く
神
と
さ
れ
る

大
己
貴
命
（
お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
）
、

素
養
鳴
尊
（
す
さ
の
お
の
み
こ
と
）
や

氏
神
、
先
祖
に
は
共
通
す
る
性
格
が
あ

る
。
大
己
貴
命
は
死
者
の
霊
、
祖
霊
と

福
祉
年
金
を
受
け
と
っ
た
ら

証
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

（ 3年金国
高萩の言語と

民俗
ご ま

豆と胡麻で目を突く神様

（3）

志田諄一

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
八
月
十
二
日

か
ら
の
受
給
を
終
え
た
か
た
は
、
必
ず

提
出
し
ま
し
ょ
う
。

証
書
の
提
出
を
忘
れ
た
り
遅
れ
た
り

し
ま
す
と
、
来
年
の
支
給
決
定
金
額
の

記
入
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
年
金
を
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
次
の
支
払
い

月
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

市
で
は
、
八
月
三
十
一
日
ま
で
保
険

年
金
課
国
民
年
金
係
で
受
付
し
ま
す
の

で
、
証
言
と
印
か
ん
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
Ｏ

狂
二
三
’
一
二
二
内
線
二
三
二

結
び
つ
き
、
疫
病
の
流
行
や
農
作
物
の

豊
熟
を
支
配
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

素
養
鳴
尊
も
根
国
（
ね
の
く
に
．
あ
の

世
を
さ
す
）
に
神
隠
れ
し
た
神
で
、
柤

霊
信
仰
と
結
び
つ
き
疫
病
の
流
行
や
稲

作
と
も
関
係
が
深
い
。
氏
神
、
先
祖
な

ど
の
柤
霊
も
疫
病
、
天
災
地
変
や
豊
作

凶
作
を
左
右
す
る
も
の
と
信
じ
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

「
荊
楚
歳
時
記
」
（
け
い
そ
さ
い
じ
き
）

に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
「
冬

至
の
日
、
日
の
影
を
量
（
は
か
り
）
、
赤

豆
粥
（
し
ゆ
く
）
を
作
り
て
以
て
疫
を

穰
（
は
ら
）
う
。
按
ず
る
に
、
共
工
氏

（
き
ょ
う
こ
う
し
）
に
不
才
の
子
あ
り
。

冬
至
を
以
て
死
し
、
疫
鬼
（
え
き
き
）

と
為
り
、
赤
豆
を
毘
（
お
そ
）
る
。
故

に
冬
至
の
日
、
赤
豆
粥
を
作
り
以
て
之

を
穰
う
・
」
十
一
月
の
冬
至
の
日
は
、
太

ー

陽
の
運
行
の
出
発
点
で
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
正
月
の
行
事
と
相
通
じ
る
も
の
が

あ
っ
た
。

ｑ
写
真
は
高
萩
市
内
の
水
田

「
こ
の
稲
の
成
長
も
祖
霊
が
支
配
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
」

すずきよしゆきくん(5歳)の作品

鐘j錘『:謹蕊瀞轄詮_蕊
〔
唾
依
禧
忙
奉
ご
弛
示
〕

殿電季＄恩
醗歎

鶴
¥癩蟻

､《篭Wj
辮嬢懸惑…

蝿

蕊

｜
健
康
に
よ
く

な
い
ぼ
や
き
を

続
け
て
い
た
ら
、

先
月
の
七
月
二
十

三
日
、
某
地
方

紙
が
一
面
ト
ッ
プ

五
段
見
出
し
で
、

「
水
戸
の
自
然
と

環
境
を
よ
く
す
る

会
」
が
三
十
人
く

ら
い
で
発
足
し
た

と
告
げ
て
い
た
。

⑩
爺
杉
の

こ
の
コ
ラ
ム
は
、
祀

年
二
月
生
ま
れ
な
の
で

》
Ｊ
沢
山
の
市
民
が
執
筆
し

応
援
し
て
い
た
。
一
連

の
写
真
は
目
で
見
る
高
萩
自
然
史
の

｜
ペ
ー
ジ
を
飾
る
こ

去
り
そ
し
て
来

＝

と
だ
ろ
う
↑

る
も
の

｜

野
鳥
、
植
物
、
昆
虫
な
ど
の
各
分
野
の

ベ
テ
ラ
ン
が
、
そ
の
豊
富
な
経
験
で
、

「
自
然
を
生
か
し
た
施
策
の
推
進
が
い

か
に
図
ら
れ
る
か
に
力
点
を
置
い
て
・
・
．

…
」
と
あ
り
、
市
長
は
歓
迎
の
談
話
を

よ
せ
て
い
た
。
遅
き
に
失
し
た
と
は
い

え
祝
福
し
た
い
・
本
市
あ
た
り
で
も
、

そ
ろ
そ
ろ
、
立
ち
あ
が
っ
て
も
ら
い
た

い
の
だ
が
、
腰
が
重
い
よ
う
だ
。
む
し

ろ
後
退
す
る
の
で
は
と
心
配
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
日
ま
で
こ
の
コ

ラ
ム
が
、
数
多
く
の
人
々
の
友
情
と
、

理
解
を
得
ら
れ
た
実
績
は
、
永
遠
に
不

滅
で
あ
る
と
誇
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
中
心
の
一
団
は
、
さ

わ
や
か
な
充
実
感
に
ひ
た
り
な
が
ら
、

こ
の
稲
を
終
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

ぼ

や

き

(ト）
▲前号共S.48撮影の八幡宮爺杉

‐

イ



私の

チャーム

ポイント
……⑦

菊池宏子さん
(写真左）

（高浜町私たち仲良し姉妹です

「
昔
は
け
ん
か
ば
か
り
し
て
い
た
け

ど
、
今
は
と
て
も
気
が
あ
っ
て
友
だ
ち

み
た
い
な
ん
で
す
…
…
・
」
と
、
二
つ
年

上
の
お
姉
さ
ん
（
聡
子
さ
ん
Ｉ
写
真
右
）

と
は
大
の
仲
良
し
。
「
顔
も
似
て
る
ら

し
く
て
、
と
き
ど
き
間
違
え
ら
れ
た
り

…
…
・
」
と
、
き
ょ
う
も
い
っ
し
ょ
に
ご

登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
立
デ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
キ
ー
パ

ン
チ
ャ
ー
を
し
て
い
る
宏
子
さ
ん
。

「
今
年
で
三
年
目
、
は
じ
め
は
、
通

勤
の
定
期
券
を
持
て
て
、
う
れ
し
く
て

仕
方
が
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
Ｏ
Ｌ
と
い
う
。

家
に
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が
好
き

じ
ゃ
な
い
。

「
今
年
は
、
大
島
か
沖
縄
に
行
っ
て

クイズたかはぎあれこれ－〆

高萩の海岸は，花貫川河口から関根川河口ま

でと赤浜は単調な砂浜ですが，高戸から赤浜ま

での約2キロの海岸は，海抜30メートル前後で，

波浪の浸食によりほぼ直角にそそり立ち， そこ

からの眺望はすばらしいものです。 さて， この

ような海岸は何と呼ばれるものですか？

1． 海食崖

2． 海岸段丘

3． リアス式海岸

答えのわかったかたは，市民活動課広報広聰

係まではがきでお知らせください。

正解者（1名）は，市報9月号で紹介し粗品を

差し上げます。

また， 高萩に関するクイズで， 出題や解答が

広く市を紹介するような問題がありましたら，

あわせてお知らせください。

（
》

ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
挑
戦
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
」
と
、
若
さ

い
っ
ぱ
い
。

「
で
も
…
両
親
が
反
対
し
そ
う
。
特

に
父
が
心
配
症
で
…
…
。
夜
少
し
で
も

遅
く
な
る
と
庭
に
出
て
侍
っ
て
い
る
ん

で
す
よ
。
」
と
困
っ
た
よ
う
な
、
う
れ
し

い
よ
』
７
海
今
．
…
・
Ｏ

Ｉ
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
は
？
ｌ

「
豪
快
な
笑
い
声
、
み
ん
な
に
黄
金

バ
ッ
ト
と
か
言
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
。
」

血
液
型
は
Ａ
型
、
自
称
”
わ
が
ま
ま
“

「
で
も
、
だ
れ
と
で
も
気
軽
に
話
せ

る
と
こ
ろ
が
良
い
と
こ
ろ
か
な
。
」

L

1 1 1ⅡⅡⅡ IⅡI ｣ I ｣ 1 Id IⅡIⅡIⅡ 1 ⅡⅡ

作
者
と
思
わ
れ
る
高
橋
虫
麻
呂
は
、

奈
良
期
の
歌
人
で
伝
説
を
詠
じ
た
点
に

持
色
が
あ
り
、
下
級
官
吏
と
し
て
常
陸

国
に
赴
任
、
常
陸
風
土
記
の
撰
に
も
あ

ず
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
「
遠
妻
し
…
…
」
の
う

た
は
、
国
府
の
宴
会
の
席
な
ど
で
即
興

的
に
作
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
ク
イ
ズ
た
か
は
ぎ
あ
れ
こ
れ

前
号
の
答
え
…
３
，
高
橋
虫
麻
呂

口
わが家自'|曼のサボテンです

へ
）

高
浜
町
の
吉
田
光
男
さ
ん
宅

で
は
、
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
、
幹

回
り
五
十
八
セ
ン
チ
も
あ
る

巨
大
サ
ボ
テ
ン
が
、
屋
根
に
届

か
ん
ば
か
り
に
な
っ
て
い
ま
す
、

こ
れ
は
、
吉
田
さ
ん
が
二
十

吉田光男
さん

（高浜町）

一
年
前
に
、
一
枚
の
サ
ボ
テ
ン
の
葉
を

も
ら
っ
て
き
て
植
え
た
も
の
が
、
こ
ん

な
に
大
き
く
な
っ
た
も
の
で
す
。

サ
ボ
テ
ン
は
寒
さ
に
弱
い
と
あ
っ
て
、

毎
年
十
月
の
下
旬
に
は
柱
を
た
て
て
ビ

’
－
１
ル
の
囲
い
を
す
る
な
ど
、
丹
精
込

め
て
手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

春
と
秋
に
は
黄
色
い
花
が
咲
き
、
そ

の
花
が
咲
き
そ
ろ
う
と
ほ
ん
と
う
に
み

ご
と
な
も
の
・
「
台
風
だ
け
が
心
配
で
す

…
・
」
と
吉
田
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

クイズの正解者
轍

「答えはおじいちゃんに

教えてもらって，ぼくが

はがきを書いた。

学校では体育が好き。

待にサッカーをして遊ぶ

のが好きなんだ｡」

一

幕．

＆曇。
韓

《騨‘!『…

時崎拓弥＜ん
（島名， 1年生）
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高
萩
の
山
か
ら
出
た
土
を
原
料
に
し

高
萩
の
風
土
そ
の
も
の
か
ら
生
ま
れ
た

〃
高
萩
焼
“
が
、
今
、
陶
芸
家
、
下
山

し
よ
う
百
つ

田
昌
右
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
生
ま
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

昌
右
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら

女
性
で
は
数
少
な
い
陶
芸
の
道
に
入
り

ま
し
た
。
京
都
で
修
業
中
、
唐
津
焼
に

魅
か
れ
、
そ
の
後
九
州
の
唐
津
へ
・
そ
『

鍵

罫

爵

蔦蕊

1

篭織
錘

蕊

は
、
野
山
へ
行
く
と
い

高
萩
が
生
ん
だ
女
流
陶
芸
家

い
ま
す
。
自
分
で
作
っ

し
よ
う
妻
フ

下
山
田
二
石
（
昌
子
）
さ
ん
雛
濡
性
慰
廉

と
き
、
何
と
も
言
え
な

「
高
萩
焼
」
の
誕
生
へ
皿
“
蕾
…
噌
為
α

い
う
昌
右
さ
ん
。

失
敗
の
く
り
返
し
。
今
年
に
な
っ
て
、
「
高
萩
は
自
然
で
い
い
で
す
ね
。
焼

や
っ
と
う
ま
く
い
く
よ
う
に
な
っ
た
ん
き
も
の
を
す
る
に
は
最
高
の
所
だ
と
思

亮
土
を
原
料
に
し
で
す
。
」

い
ま
す
。
芸
術
性
豊
か
な
、
文
化
的
な

》
の
か
ら
生
ま
れ
た
「
作
品
が
出
来
上
が
る
の
が
と
て
も
ま
ち
に
Ｉ
。
そ
れ
も
私
た
ち
の
役
割

〃
、
淘
芸
家
、
下
山
こ
わ
い
。
…
：
。
か
ま
の
中
で
焼
き
あ
が
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」

失
敗
の
く
り
返
し
。
今
年
に
な
っ
て
、

や
っ
と
う
ま
く
い
く
よ
う
に
な
っ
た
ん

で
す
。
」「
作
品
が
出
来
上
が
る
の
が
と
て
も

こ
わ
い
。
…
：
。
か
ま
の
中
で
焼
き
あ
が

■■

■■

漣
蕪

／ §
蕊 勢

灘

鶴

露懲罰
蝿
蕊 》

鐸

る
瞬
間
は
、
足
が
す
く
む
思
い
で
す
よ
。
」

と
、
焼
き
物
に
対
す
る
情
熱
と
意
気
込

み
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
ほ
ど
、
松
岡
中
学
校
の

新
校
舎
の
完
成
に
際
し
、
昌
右
さ
ん
作

の
陶
壁
画
（
横
六
メ
ー
ト
ル
、
縦
一
・

▲製作に励む三右さん

産
の
間
、
日
展
に
連
続
六
回

入
選
す
る
な
ど
、
数
々
の

栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
、
唐
津

よ
り
帰
郷
、
現
在
、
上
手

綱
の
自
宅
で
陶
芸
生
活
に

励
み
、
今
年
の
日
展
に
は

初
め
て
、
高
萩
の
土
で
作

っ
た
作
品
を
出
品
す
る
と

は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

「
自
信
が
あ
っ
て
、
や
っ

て
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で

す
。
高
萩
の
土
を
使
い
こ

な
す
の
に
と
て
も
苦
労
し

ま
し
た
。
こ
の
三
年
間
は

ー

二
メ
ー
ト
ル
、
モ
ザ
イ
ク
風
）
が
記
念

に
飾
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
「
太
陽
の
讃
歌
」
と
題
さ
れ
る
も

の
で
、
吉
少
年
に
夢
と
希
望
を
与
え
ら

れ
る
よ
う
イ
メ
ー
ジ
化
し
た
も
の
で
す

「
私
が
女
性
で
あ
っ
て
困
る
こ
と
は

た
だ
一
つ
、
体
力
が
な
い
こ
と
。
陶
芸

は
体
力
が
い
り
ま
す
か
ら
ね
。
」

「
以
前
は
作
品
に
訴
え
が
な
い
と
安

心
で
き
な
い
傾
向
が
あ
っ
た
ん
で
す
が

今
に
な
っ
て
、
そ
れ
は
、
見
る
人
が
感

じ
て
く
れ
る
も
の
な
の
か
な
Ｉ
。
と

思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
…
・
」

と
、
芸
術
家
ら
し
い
ひ
た
む
き
さ
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。

、
１
Ｊ
１
Ｊ
叩
Ｉ

一

気
分
が
の
ら
な
い
時

賦屠

；
／

P｡ ■■ 谷■ ■■ ●も

高
萩
地
区
農
業
改
良
普
及
所
で
は
、

昨
年
か
ら
、
農
業
に
従
事
す
る
婦
人
を

対
象
に
、
婦
人
農
業
大
学
を
実
施
し
て

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

兼
業
農
家
が
増
え
て
い
る
近
年
、
農

業
に
従
事
す
る
婦
人
は
、
高
萩
市
で
も

七
割
弱
を
占
め
、
農
業
生
産
の
担
い
手

と
し
て
、
婦
人
農
業
者
の
役
割
は
大
き

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
婦
人
に
農
業
の
基
礎

知
識
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
技
術
コ

ー
ス
（
稲
づ
く
り
、
野
菜
づ
く
り
コ
ー

ス
）
と
簿
記
コ
ー
ス
に
分
け
て
開
か
れ

て
い
ま
す
。

期
間
は
二
年
間
、
結
婚
を
契
機
に
農

業
に
つ
い
た
主
婦
や
、
家
庭
菜
園
を
楽

し
ん
で
い
る
主
婦
に
と
っ
て
は
、
基
礎

知
識
や
技
術
を
習
得
で
き
る
よ
い
機
会

蕊鳶識灘
震
蒙
蟻
繋
嬬
畷
螺
讓
》

婦
人
農
業
大
学

ｰ

▲好評な婦人農業大学

の
講
座
に
参
加
し
て
話
を
聞
い
て
い
る

う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
お
も
し
ろ
く
な
っ

て
き
て
、
今
年
は
、
と
う
も
ろ
こ
し
、

枝
豆
な
ど
を
作
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す

の
よ
う
で
す
。

こ
の
ほ
ど
、
高
萩
市
生
活
改
善
グ
ル

ー
プ
と
は
ま
な
す
生
活
学
校
と
の
交
換

会
が
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

農
業
を
生
か
し
、
健
康
な
食
生
活
に

と
り
組
ん
で
い
る
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

の
み
な
さ
ん
と
、
消
費
者
の
立
場
か
ら

よ
り
よ
い
く
ら
し
を
考
え
て
い
る
は
ま

な
す
生
活
学
校
の
み
な
さ
ん
が
、
お
互

い
の
よ
さ
を
交
換
し
あ
い
、
日
常
生
活

の
向
上
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
テ
ー
マ
は
、
〃
お
米
“
、
米
の
よ
さ
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
あ
と
、
米
の
お
い
し

い
食
べ
か
た
で
、
か
し
わ
も
ち
や
豆
ご

は
ん
の
料
理
実
習
を
し
な
が
ら
、
活
発

な
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

で
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
こ

匡
歴
侭
睦
と

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
と

は
ま
な
す
生
活
学
校

私
は

本
格
的
に
農
業
に
と
り
祖
ん

永山和子さん
（下手綱）

婦人農業大学

2年生

９



海
や
山
で
の
事
故
に
ご
用
心
／
・

同
夏
休
み
ｌ
子
ど
も
た
ち
が
水
遊
び

に
夢
中
に
な
る
季
節
で
す
。
涼
を
求
め

て
海
や
山
へ
出
か
け
る
機
会
も
多
く
な

り
ま
す
が
、
そ
れ
と
共
に
事
故
も
多
く

な
る
と
聞
き
ま
す
が
？

匿
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
子
ど
も
は
水

遊
び
が
大
好
き
で
す
。
遊
び
に
夢
中
に

な
る
う
ち
に
お
と
な
が
思
い
も
し
な
い

と
こ
ろ
に
入
り
込
み
、
事
故
を
お
こ
す

ケ
ー
ス
が
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。
水
の
事

故
で
死
ん
だ
り
、
行
方
不
明
に
な
っ
た

いご魏霞
探健

ぢ顔蕊Fｽ;■
婦落魂

一~、.

1〆

幸
一ﾉ(_ﾉし

ー

（2歳児歯科健診）

篠原久美子ちゃん（2歳）と

お母さんのとみ子さん

石滝2612

固
で
は
、
ど
ん
な
時
に
水
死
事
故
に

あ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

雪
「
水
泳
中
」
が
最
も
多
く
、
次
い

で
「
水
遊
び
中
」
「
魚
釣
り
中
」
の
順
で

し
た
。
そ
し
て
、
全
体
の
七
割
が
一
人

あ
る
い
は
子
ど
も
同
士
で
出
か
け
て
事

故
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
子
ど
も
を
水
の
事
故
か
ら

守
る
に
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
水
泳

や
水
遊
び
に
行
か
な
い
よ
う
普
段
か
ら

よ
く
言
い
聞
か
せ
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
と
く
に
、
幼
児
の
場
合
は
常
に

お
と
な
が
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
で
す
。

レ
ー
宮
其
こ

ま
た
、
咄
嵯
の
時
の
た
め
に
、
日
ご

ろ
か
ら
人
工
呼
吸
法
な
ど
の
応
急
手
当

を
知
っ
て
お
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。
こ

の
よ
う
な
注
意
と
共
に
、
海
や
山
に
出

か
け
る
時
に
は
保
険
証
を
忘
れ
ず
に
／

人
は
五
十
八
年
に
は
全
国
で
約
千
五
百

人
、
そ
の
う
ち
四
百
人
が
中
学
生
以
下

の
子
ど
も
で
し
た
。

は､ﾊﾊﾍい。クータンです。

2人のお兄ちゃんに囲まれて1活発

すぎるくらい元気／

お父さん似のクータンは，アイス

クリームとチョコレートが大好きで

すハ

（
》

識
殿
電
燕
職
童
理
錘
霞
謹
蝿
霞
鍾
惑
溺
》

錨
塘
継
鎧
熱
一

市
立
図
書
館
で
は
、
幼
児
・
児
童
を
洲

対
象
に
次
の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
呼厭

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
Ⅷ

…
す
べ
て
無
料
で
す
…
”

＊
子
ど
も
映
画
会
（
毎
月
第
二
土
曜
日
）
柚

八
月
十
日
出
午
前
十
時
、
午
後
二
時
帥

の
二
回
上
映
鯉
口

ア
ニ
メ
「
火
事
と
子
馬
」

画

「
お
や
ゆ
び
姫
」

い

＊
お
り
が
み
教
室
（
毎
月
第
三
土
曜
日
）
岬、

八
月
十
七
日
⑯
午
後
二
時
三
十
分
～
問

旧

い
○

叩圃

圭
一
士
曜
日
）
柚

、
午
後
二
時
帥獅口

馬
」

周

＊
お
は
な
し
会
（
毎
月
第
四
土
曜
日

八
月
二
十
四
日
㈹
午
後
二
時
三
十

～
高
萩
市
の
昔
話
と
紙
芝
居

懲撫溌鶏織羅鍵i灘

鍵

蕊
識

句

聯

露
｛■■■７●

画
一
■
■
Ｕ
Ｖ
●

姫
」
価

雪
一
土
曜
日
）
恥
心
市
大

』
缶
″
■
■
■
■
■
■
■
■

、
■
９

時
一
一
千
分
１
青
爽

》
穏
溌
蝉
ゞ
雫
蕊
榊降、

蕊恥

鶴
へ
》
》
》
犀
、
冬
ご
‐

喝吟

湾

き
ょ

ト

再 剖鵬国｣耐諸H岬隆､可用 ”島』ﾛ緬仙q剤刷1冊利明1噸陣閏副画降引酬鵬α 梱 、l旧聞刺 旧■ 副 願 閏 目 掴

こ
の
ほ
ど
松
岡
中
学
校
の
プ
ー
ル
が

完
成
し
、
七
月
二
十
二
日
㈲
、
プ
ー
ル

開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ー
ル
は
、
長
さ
二
十
五
メ
ー

ト
ル
、
幅
十
五
メ
ー
ト
ル
で
、
プ
ー
ル

長
さ
二
十
五
メ
ー

ト
ル
で
、
プ
ー
ル

持
ち
よ
か
っ
た
〃

、
去
乍
い
／
，
ル
」
出
心

は
ん
と
う
に
う
れ
し
い
で
す
。

（
》

う
の
初
泳
ぎ
は

子
校
に
プ
ー
ル
が
で
き
て

ゴ毎〈一〉（一一一（へ〈、〉一〉〉〉一一今一一会一一一公

ー 》一一、一へ一へ

嬢鐵鰯羅＃ 蕊､鱸

鷺

え
月

の
完
成
を
楽
し

み
に
侍
っ
て
い

た
生
徒
た
ち
は

大
喜
び
で
す
・
誼

かつあき

鬼沢勝章くん

（中3）

』 鴬懲患鍛驚‘ ･

蕊最
初

韓鐙
会
Ｔ
、

と
メ

鰯 蕊
Ｚ
こ
の
日
の
“
初
泳
ぎ
“
に
は
、
生
徒

会
役
員
と
体
育
委
員
、
そ
れ
に
各
ク
ラ

ス
の
代
表
が
参
加
し
、
き
れ
い
に
水
を

は
っ
て
、
ま
ぶ
し
い
ば
か
り
の
プ
ー
ル

で
元
気
い
っ
ぱ
い
泳
い
で
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
学
校
で
水
泳
を
習
え

る
よ
う
に
な
っ
て
、
今
年
は
少
し
で
も

泳
げ
る
距
離
を
延
ば
そ
う
と
み
ん
な
張

り
切
っ
て
い
ま
す
０

の
は
私
ひ
と
り
。

夏
休
み
も
利
用
で
き
る
の
で
、

補
習
の
あ
い
間
を
ぬ
っ
て
泳
ぎ

た
い
と
思
い
ま
す
。

女
性
で
初
泳
ぎ
に
参
加
し
た

鶴
§,

#蝋鏑

蕊霞 議蕊
黒沢裕子さん
（中3）

率
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お
年
寄
り
（
六
十
歳
以
上
）
の
た
め

の
専
用
居
室
を
増
・
改
築
す
る
た
め
に

必
要
な
経
費
の
一
部
を
貸
し
付
け
し
、

お
年
寄
り
と
家
族
と
が
温
か
な
家
族
関

係
を
維
持
す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
、

老
人
居
室
整
備
資
金
貸
付
制
度
が
あ
り

ま
す
。

出
品
物
の
申
込
締
切

商
工
業
関
係
…
九
月
三
十
日
ま
で

農
業
関
係
…
…
十
月
三
十
一
日
ま
で

☆

※
詳
し
く
は
、
農
林
課
、
商
工
課
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
宮
一
三
’
二
二

一
内
線
四
五
一
、
四
六
二

市
内
の
産
業
の
振
興
と
市
民
生
活
の

向
上
を
図
る
た
め
、
生
産
陥
等
を
一
堂

に
集
め
、
広
く
市
民
に
紹
介
し
、
そ
の

展
示
即
売
会
を
行
い
ま
す
。

☆

と
き
十
一
月
二
十
三
日
㈹
、
二
十

四
日
側
（
午
前
九
時
～
午
後

四
時
）

と
こ
ろ
市
民
体
育
館
、
中
央
公
民
館

お
年
寄
り
の
居
室
整
備
に

資
金
員
付
が
利
用
で
き
ま
す

第
六
回
産
業
祭
の

出
品
物
を
募
集
し
ま
す

ｏ
ｆ
・

本
会
発
足
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

☆

規
格
…
…
Ｂ
五
版
（
十
八
ｍ
×
二
十

五
・
六
四
ケ
ン
ト
紙

黒
イ
ン
ク
一
色
（
｜
人
二
点
臺

資
格
・
・
…
・
市
内
に
居
住
、
勤
務
ま
た

は
通
学
者
に
限
る
。

賞
．
．
…
…
…
・
入
賞
者
一
名
、
佳
作
若
干

名
（
賞
状
と
薄
謝
）

審
査
…
…
市
体
育
協
会
三
十
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会

締
め
切
り
…
九
月
十
四
日
出

応
募
方
法
．
：
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

年
齢
、
性
別
、
職
業
（
Ｂ

五
版
の
用
紙
）
を
添
付
し

郵
送
ま
た
は
直
接
持
参
し

て
ノ
ー
、
だ
さ
い
・

送
り
先
：
：
：
高
萩
十
七
の
四
市
民
体

育
館
念
二
三
’
二
五
五
二

○
貸
付
限
度
額
一
件
あ
た
り
一
三
三

万
円
（
改
正
見
込
）
貸
付
四
件

○
利
率
年
三
％

○
償
還
期
限
十
年
以
内

○
申
し
込
み
先
九
月
末
ま
で
に
、
福

祉
事
務
所
社
会
係

◎
こ
の
資
金
は
、
年
金
積
立
還
元
融
資

で
す
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
社
会
係

ａ
二
三
’
一
二
二
内
線
三
五
五
へ

市
体
育
協
会

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集
ノ
．

ー

と
き
九
月
十
五
日
⑧
ダ
ブ
ル
ス
、

九
月
二
十
二
日
ｎ
、
二
十
九

第
七
回
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

と
き
九
月
十
六
日
㈲

と
こ
ろ
高
萩
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
料
三
千
円
（
先
着
二
百
五
十
名
）

申
込
先
常
陽
銀
行
高
萩
支
店
内

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

念
二
二
’
二
○
六
四

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
講
習
会

と
き
八
月
三
十
一
日
出
、
午
前
十

時
～
午
後
三
時

と
こ
ろ
高
萩
市
立
図
書
館
（
二
階
大

会
議
室
）

対
象
高
萩
市
・
北
茨
城
市
・
十
王

町
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る

十
八
歳
以
上
の
か
た
◎

講
師
メ
ー
カ
ー
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

受
付
八
月
十
六
日
㈱
か
ら
、
高
萩
市

教
育
委
員
会
（
壷
二
三
’

一
二
二
こ
ま
で
ど
う
ぞ
。

受
講
料
無
料

定
員
二
十
名

第
六
回
市
民
テ
ニ
ス
大
会
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識溌

種
目
一
般
男
女
ダ
ブ
ル
ス
及
び
、
ン

ン
グ
ル
ス

参
加
料
シ
ン
グ
ル
ス
…
一
○
○
○
円

ダ
ブ
ル
ス
二
組
）
…
…
…

一
八
○
○
円

申
し
込
み
期
間
八
月
十
五
日
附
か
ら

二
十
四
日
出
ま
で
に
参
加
料

を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ

い
○

※
詳
し
く
は
、
市
民
体
育
館
盃
二
三
’

二
五
五
二
へ 日

田
シ
ン
グ
ル
ス

ｉ

と
こ
ろ
高
浜
連
動
広
場
テ
ニ
ス
コ
ー
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○
○
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※
詳
し
く
は
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市
民
体
育
館
へ

恋
二
三
’
二
五
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"東京フィルハーモニー交響楽団”

公演のおしらせ／

（ I
「昭和60年度県民芸術鑑賞の集い」が開催され

ます=O

と き 11月1日（金）

午後6時30分～( I IIII公演）

ところ文化会館

出演団体東京フィルハーモニー交響楽団

入場料垂料（整蠅券を発行しま-ｹ｡）

※詳しくは，市報9月号でおしらせします。

社会教育課電23 2111(内線472）

、

＝

10月1日， 「国勢調査｣が全国でいっせいに行ｵ)れます。国勢

調査は大正9年に第1回目の調査が､ﾐ文明国の仲間入り､ を合
増’

言葉に実施され，以後5年ごとに行われており， 今回の調査は

第14回目に当たります。今Inlは， 全国で約lig2,100万人， 約

3,800万世帯のかたが対象となると見込まれています。9月下旬

から10月~上旬にかけて調査員が，皆さんのお宅にお伺いします。

下水道に関する標語募集のおしらせ

下水道に対する蠅解と|對心を深めるため， 9月

6日から1週間， 全|王l的に|く水道促進週間が展開

されます。

県では，この行事の一環として標語を募集します

す。

題 材 ｜ぐ水道促進に関するもの。

応募資格市内居住者（児童・生徒を除く。）

応募方法官製はがきに1人2点までとし，

住所，氏名． 年齢，職業及び電話

番号を明記してください。

締 切 9月7 1 1 (_ |を)当}|消印有効

作品の送り先〒318高萩市大字安良川74のl

円立・高萩・十王広域下水道組合

その他優秀作品には, fⅡ事茨城県下水

道協会支部長土木部長等の賞状

及び賞占|｣1を贈ります。

※詳しくは， ’二|立・高萩・ I王広域下水道組合

否22-5517へおたずねください。

〈
》

安心してご記入を

調査票に記入していただくのは，皆さんのお宅にふだん住ん

でいるかた全員です。旅行などで一時留守にしているかた'長

期間滞在しているかた’生まれたばかりの赤ちゃんも含まれま

す。下宿や間借りをしているかたは， その場所で記入していた

だきます。記入していただいた内容はほかに漏らしたり，統計

をつくる目的以外に使うことは決してありません。どうぞ安’L、

してありのままをご記入ください。

国勢調査の意義

ー

国勢調査は，法律に基づいて国が行う調査です｡この調査は，

わが国全体の人口を正確に把握するほか，都道府県や市区町村

ごとの人口， あるいは男女別，年齢別，産業別，職業別などの

人LI構成も明らかにします。 さらに，急ピッチで進行するわが

国の高齢化社会の実態Uターン, Jターン現象といわれる人

口移動の実態母子家庭． 父子家庭，高齢者世帯の把握などに

も重点が置かれます。つまり， 現在わが国が抱えているさまざ

まな人口問題を的確にとらえることができます。そのため，調

査の結果は，国及び地方公共団体の行政施策の重要な資料とな

ります。例えば， これからどのような福祉対策を行っていけば

いいのか，住宅建設計画についてはどんな施策が望まれるのか，

雇用対策は，交通安全については，地域社会の環境整備計画は

－などというように，私たちの暮らしを， より快適に住みよ

いものにするために欠かすことのできない資料なのです。 さら

に，国勢調査の調査結果は国際的な資料としても大きな役割を

果たすのです。

家庭の中でも水の事故にご用心

|,' ,I
，〆…、

血
(狸

識

到
、
！

I I

７
－

＝

弓ノ

た1

○子どもだけで危険な池や! | |に近寄らないように

指導する。

○危険な池や水たまりなどは， 金網や立者板等で

安全処置をする。

○過労や寝不足， また遊泳禁止区域では絶対に泳

がない。

○浴そうや洗たく機などでの水の事故にも注意す

る。

高萩市・十王町事務組合消防本部
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開
放
日
時

○
土
曜
日
午
後
一
時
～
四
時

八
月
十
日
、
十
七
日
、
二
十
四
日

夏
休
み
子
ど
も
公
害
セ
ミ
ナ
ー
児
菫
扶
養
手
当
の
現
況
届

○
日
曜
日
午
前
十
時
～
午
後
三
時

八
月
十
一
日
、
十
八
日
、
二
十
五
日
と
き
八
月
二
十
二
日
附
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

開
放
校
午
前
九
時
～
午
後
三
時
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
「
現
況

高
萩
小
、
秋
山
小
、
東
小
、
松
岡
小
、
と
こ
ろ
中
央
公
民
館
届
」
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

高
萩
中
、
秋
山
中
対
象
者
小
学
四
年
生
～
中
学
一
年
生
届
け
出
を
し
な
い
と
、
支
給
が
一
時
差

～めざせ市長杯～ 小
学
校
・
中
学
校
ブ
ー
ル
の

自
由
開
放
に
つ
い
て

第13回高萩市長杯争奪軟式野球大会組み合せ

※会場説明A・市営野球場 B・高浜運動広場(A) C大心苑野球場 I).KDI)野球場E肋川電気工業野球場

F､高萩中グ G､秋山中ケ

市役所パワーズ

高 萩 向 洋

スパー ク ス

コ ミ ツ ク ス

レ イ ン ボー

。 ン ． ルズ

カ マ ロ

K D K

丸 協 市場

スク ラ ンうﾞ ル

ARASU

ル ノ『 － ズ

建 工 業

谷園本舗

三|本エンジニアリング

和 興 産

萩ジョ イ ンス

ハ イ ナ

スレチッグス

萩 小 堀

卜 ム ズ

イボ、 一イ ズ、

木 建 設

村 自 工

日町二世会

ヤ － ゴ ン

萩 駅

ア ンキース

･ S ･ T ・ B

Kハンマーズ

フ、 スタ－ズ

K 運 輸

ヨ ウセイズ

萩ガ ッ ツ

トロングナイン

ン ボ イ

ール島名

藤鐵工所

萩 商 事

華 羽 会

卦
且L

1D2

－｢壼堂
込
毎

恥
雰
貼
騒
魯
圃
脚
ソ
ー
刈
拭
坪
も
坤
爵
韻
事
稗
習
蕊
剛
晶

睡報

甥
補
睡
劉
御
莪
凸
｝

油
■
窮
靹
『
蔑
西
牌
出

岡
■
司
理
子
誰
汀
曲
、
誼
■
■
鄙
間
ａ
Ｉ

Ｊ
“

い

砧

8Al ＝＝
､ 8C]

計“ 鶚Ⅱ
昭
高
ラ
ア
高
ポ
し
鈴
中
舂
ジ
ー
［

平
栗
“
小
部

４１１１

瓠
ｌ
「

｜

晦

貫
Ｊ

１
口
１

ｎ
く
ｕＡ

ｎ
／
』

ｎ
乙

／高

利
用
対
象
者

○
小
学
校
プ
ー
ル
小
学
生
（
満
六
歳

以
下
は
父
兄
同
伴
で
あ
れ
ば
可
）

○
中
学
校
プ
ー
ル
中
学
生
以
上

ヘ1
元』

22Al－－

ノロJ

ゴヱ升罐ロ

アドベンチャー

高萩市農

高萩ピエ

ニューベァー

山 手

高萩郵便

高萩コムラ

NK ドバー

高 萩

助川電気O

ク ガ ー

ヤブス 夕

千代田クラ

葵

ピ ェエ

‐

定
員
三
十
名
（
先
着
順
）

※
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
、

申
し
込
み
は
、
衛
生
課
公
害
係
へ

念
二
三

一
二
一
一
内
線
三
六
二

フ
Ｈ
Ｎ
ｐ
Ｎ
チ
高
ス
．

Ｆ

仔
世

刈駅

29膳 29準
一

A1 29 A2

決

A3

し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
一
時
停
止
に
な

っ
て
い
る
人
も
必
ず
届
け
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。

期
間
八
月
十
二
日
～
八
月
二
十
四
日

提
出
先
市
役
所
保
険
年
金
課

※
支
給
理
由
に
よ
っ
て
提
出
書
類
が

違
う
の
で
、
詳
し
く
は
保
険
年
金
課

ま
で
ど
う
ぞ
。

含
二
三
’
一
二
一
一
内
線
二
三
三

Ｈ
鴎
Ｈ

１ ５

lFl

ロ

F

「15A3h
lB5

ブ リ ン ス

日の出クラブ

常陽銀行高萩支店

ｰ

1帝n

lr‘

オ
安
高
和
ボ
ラ
汽

lC1

権
握

駒木原野球クラーフ
キ

畠名ベォタ烹弓噸卜
高戸 ク ラ フー

高萩ジャイアンツ

量鈴 与

茨城相互銀行高萩支店

レッドシ．ヤーク

’"卜
有明 ク ラ ブーー 偶

パ イ

ビ ツ ト

カ

ャ ガー ｽ

ス カ

ェ ツ ツ

萩警察署

22A2ｰヨ22A4

と
き
八
月
二
十
一
日
附
～
二
十
五

日
側

と
こ
ろ
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

三
階
催
事
場

出
品
者
高
萩
美
術
協
会
会
員

（
三
十
三
名
）

※
市
民
の
み
な
さ
ん
の
御
高
覧
を
お
待

ち
し
ま
す
。

高
萩
美
協
展
の
開
催
に
つ
い
て

■
■

lF5
→

ロ
15A4

ph

TF

L、

ドライバーズ

ファ イヤーズ

水戸信用金庫

タ イ ガ－ ス

助川電気工業

高
パ
高
本
Ｎ

'六F

Lしり

ビ ー

萩メ 、ソ

町萩友

T

ス
ッ
へ
云
Ｔ

8，4

ｮ1丁 F
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日曜当番医

全生堂医院

十王医院

樋渡医院

石 病院

飯島医院

滝川医院

十王医院

本町

十王町

大和町

22 2306

32 3266
8月11日

8月18B

瀞

識蕊議鍛患 りり
臼竺 2202

､鐵一

東本町

大和町

春日町

十王町

8月25日

9月1日

23 1711

〃

羽

2235

3100
＝

多J

9月8日
32-3266

恥

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです。

蝿 ○
小
島
誠
一
郎
さ
ん
下
手
綱

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
高
萩
市
吉
団
連
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
、
花
員
川
魚
苑

三
万
八
千
百
円
社
会
福
祉
へ

○
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

三
千
円
社
会
福
祉
へ

○
残
間
好
一
さ
ん
十
王
町

千
百
五
十
七
円
社
会
福
祉
へ

心

､きが、 善
意
あ
り
が
と
う

八月の海

壹休みを迎えた子1其たちはそれぞれの学校やビ

チガーデンのプールで水泳に体を鍜えているが八

月も盆が近づくと海岸には土用波が立ち初め坊っ

きり人出は少なくなってくる，例年のことながら市民

にとっては遊泳禁止の海はまことに残念でたまらな

い 絵と文伊藤龍馬

（
》

と
き

と
こ
ろ

○
永
谷
園
本
舗
高
萩
工
場

一
万
二
千
八
百
十
七
円
社
会
福
祉
へ

○
高
萩
青
年
会
議
所

三
万
二
千
四
百
二
十
五
円社
会
福
祉
へ

○
柴
田
き
み
さ
ん
大
和
町

二
千
百
六
十
七
円
社
会
福
祉
へ

○
城
戸
夏
男
陶
芸
展
実
行
委
員
会
発
起

人
代
表

十
七
万
四
千
九
百
八
十
四
円
社
会
福
祉
へ

囮
寄
贈
図
書
館
へ

新
本
寄
贈

○
ケ
イ
美
容
室
大
和
町

○
高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
グ
ラ
フ

古
書
寄
贈

主
催 と

う
ろ
う
流
し
と

花
火
大
会

八
月
十
六
日
㈱

関
根
川
河
口

（
高
萩
ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
前
）

高
萩
明
る
い
社
会
づ
く
り
推

進
協
議
会

○
佐
野
徹
夫
さ
ん
島
名

○
手
塚
正
夫
さ
ん
安
良
川

○
宇
留
野
正
道
さ
ん
有
明
町

圏
寄
贈
図
書
館
《
文
化
会
館
へ

○
城
戸
夏
男
さ
ん

焼
メ
花
瓶
、
榿
釉
三
足
花
器

囮
寄
贈
君
田
小
学
校
へ

○
豊
田
信
さ
ん

一
輪
車
十
台

囮
寄
贈
高
萩
小
学
校
へ

○
若
松
政
次
さ
ん

大
太
鼓
二
張
り
、
小
太
鼓
八
張
り

｝湖轄蛎『……逓斑鶴甚輪綿i罐甥癖¥蛸…露…韓辮<…………骨離…串蝉縄蝿騨盗j癖舘群糾出戯”H晒栂躍蟠騨辮f蝿…U蝉蒜鋪錘鯛錘癖F弼辮…鯉

～人口と枇帯～－8月の納税

市県民税（2期）
面P

前月比§
麓

（＋9） §
嘗
誤
鏡

（ ） §
蕊

§

(＋9） ；
溌

驚

(+10) ;
鳶

日現在) ；
噂無尊舞鶴鞘溺篭鵠¥蝉愈謹蔦“瓢､

‐鍔

人口 33,700

男 16，509

女 17,191

世帯 10,143

(昭和60年7月l

溌鐸報#識撫辮#甑騨羅鼈鳴鐸癖撰擁『鋤鯉辮癖率

齢
軍
鶏
謁
獄
錦
斑
離
韓
齢

国民健康保険税（2期）

（本算賦課）

ざ
…
擬
納期限 8月31日

串職騨鐸q職馨#淵緊騨撰騨投對撰蕊…蝿…f識…甥M蝉;
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竜
童
組
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

八
月
二
十
七
日
㈹
午
後
六
時
三
十
分
～

入
場
料
Ａ
席
．
．
…
・
…
三
、
○
○
○
円

Ｂ
席
・
・
・
…
…
二
、
八
○
○
円

出
演
宇
崎
竜
童
ほ
か

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
〃
…
…
・
…
・
…
・
…
…
：
●

田
所
書
店
、
仲
屋
耆
店
、
深
谷
書
店
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と
、

日
立
市
民
会
館
、
ピ
ァ
ノ
マ
ー
ト
（
磯

原
）
、
文
化
会
館

九
月
二
十
二
日
⑪
午
後
六
時
～

文
化
庁
移
動
芸
術
祭
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

公
演
ヨ
ー
ラ
ス
ラ
ィ
ン
」劇
団
四
季

た
だ
い
ま
入
場
券
発
売
中
／
、

鯵
息
謹、叩“識

繰
鳶
撒
“
↑
踊
驚
翻
識
箭
蕊
錨
熟
軸
沖
遡
鳶
鼠
蕊
欝
驚
斡

一

》

が

、

－

《

↑

》

罰

》

溌鋒，子 麹嘩轟琴

擬議溌

綴
蕊

8月27
房ﾂ1#イガ李
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I 14みんなで行こう科学万


